
、

雷

~'

ノ

鼻. ‘莞華謹毒華＝一身＝Z 雪釦毒窪辱謹－２
，，１:ｔ･〃ｆ'弧･万レカIﾐｺﾒﾝダﾄﾙ熱車授ケ式ｌ－ｂう－４エル・サル財ラァドルヂも和画１，’

、、

Ｑ 老竺固老竺固

話題のひろば

ｉｌ 坤５
尾

知ｂｌ エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
よ
り

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
忠
雄
会
長
栄
誉
の
受
勲
。

鑑
別
周
年
を
迎
え
剛
世
紀
の
コ
ー
ヒ
ー
を

記

昨
年
、
永
年
に
わ
た
る
、
エ
ル
・
サ

ル
バ
ド
ル
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
普
及
と
文

化
功
績
が
認
め
ら
れ
て
「
エ
ル
・
サ
ル

バ
ド
ル
共
和
国
神
戸
駐
在
名
誉
領
事
」
．

を
拝
命
さ
れ
た
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
卯
誹
株
式

会
社
・
上
島
忠
雄
会
長
が
、
１
９
８
３

年
５
月
認
日
付
で
〃
ホ
セ
・
マ
テ
ィ
ァ

ス
・
デ
ル
ガ
ド
・
コ
メ
ン
ド
ー
ル
勲
章
〃

を
受
け
、
そ
の
授
与
式
と
、
創
業
釦
周

年
記
念
謝
恩
パ
ー
テ
ィ
が
、
８
月
釦
日

午
後
１
時
か
ら
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ

テ
ル
借
楽
の
間
に
於
い
て
、
ギ
レ
ル
モ

・
パ
ス
・
ラ
リ
ン
駐
日
エ
ル
・
サ
ル
バ

ド
ル
大
使
閣
下
ご
臨
席
の
も
と
、
約
千

人
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
す
る
人
々

が
集
い
、
厳
粛
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ

ル
な
い
か
に
も
コ
ー
ヒ
ー
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ら

し
い
国
際
的
な
宴
と
な
っ
た
。

司
会
は
い
ま
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
ブ
ル
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
コ
ー
ヒ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ン
岡

田
真
澄
。
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
大
統
領
の

ご
子
息
ア
ル
バ
ロ
・
マ
ガ
ー
ニ
ャ
氏
が

本
国
よ
り
持
参
し
た
勲
章
を
ギ
ル
レ
モ

・
パ
ス
・
ラ
リ
ン
駐
日
大
使
が
「
日
本

お
よ
び
ア
ジ
ア
諸
国
に
状
ル
バ
ド
ル
コ

ー
ヒ
ー
を
紹
介
ｌ
そ
の
普
及
と
消
費
の

促
進
に
永
き
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え

た
い
」
上
島
忠
雄
会
長
に
授
与
さ
れ
た
。

「
こ
の
授
勲
は
私
ひ
と
り
だ
け
の
も
の

右上は大使が上島会長にメッ
セージ左上は喜びの上島会
長右は大使、上島会長を囲
んで
左頁
右上中一上島達司会長
左中下一石野会頭
左下は上島会長・社長を囲む
大会場

ｌ
言

荘重
９
口
凶
Ｐ
７

王

ｊ
４
ｍ
Ｗ
Ｎ
‐
同
画
弔
■
日
■
ｑ
剖
酬
１
０
・
■
Ｂ
ｎ
Ｆ
ｎ
ｆ
ｌ
■
詞
■
■
■
Ｔ
Ｌ
１

篭
nhi

瀞
芯

』

Ｊ

藩〈。
Ｉ

４
■
ｒ
圃
自
『
画
、
脳
・
ｌ
Ｌ
４
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1 1

１

吾

／

蘭

i譲鍵一

回←
Ｉ

認■

首葡 『
』

蕊

１－…聖詣
一〆

１Ｊ
』
一

座戸
で
三

一
台
，

E E

鐸
β

、

＝、－守

瀧Ｙ箕
ノ

識騨
櫛

鷲

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
今
日
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
を

築
き
あ
げ
た
数
多
く
の
社
員
の
血
と
汗

の
努
力
、
お
得
意
さ
ま
、
お
客
さ
ま
の

お
引
立
て
の
賜
物
、
日
本
の
コ
ー
ヒ
ー

フ
ァ
ン
の
た
め
に
力
の
限
り
努
力
し
た

い
」
と
上
島
会
長
の
熱
い
言
葉
が
印
象

的
。さ

て
続
い
て
の
創
業
釦
周
年
記
念
謝

恩
の
幕
は
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
映
像

の
卵
年
の
あ
ゆ
み
が
、
世
界
の
あ
ゆ
み

と
共
に
写
し
だ
さ
れ
て
、
１
９
３
３
年

（
昭
和
８
年
）
に
、
上
島
忠
雄
商
店
が

誕
生
し
、
世
界
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
に
躍
進
す
る

コ
ー
ヒ
ー
・
ド
ラ
マ
が
、
光
・
音
と
映

像
で
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て
さ
っ
そ
う

と
若
々
し
い
上
島
達
司
社
長
の
登
場
、

「
ガ
ッ
ッ
の
会
長
の
姿
勢
に
私
の
ソ
フ

ト
な
新
し
い
感
意
を
加
え
て
卵
年
の
あ

ゆ
み
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
一
杯
の
コ

ー
ヒ
ー
が
生
み
だ
す
心
の
や
す
ら
ぎ
は

知
的
文
化
生
活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
も
の
。
皿
世
記
の
コ
ー
ヒ
ー
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
」

上
島
会
長
は
「
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
し
、

苦
し
み
、
悲
し
み
、
そ
し
て
感
激
し
た

コ
ー
ヒ
ー
一
筋
の
帥
年
で
し
た
。
Ｕ
Ｃ

Ｃ
は
こ
の
愛
す
る
日
本
に
コ
ー
ヒ
ー
の

木
を
育
て
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
、

日
本
最
大
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
総
合
コ
ー

ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
の
地
位
を
確
保
し
た
ど

と
涙
の
あ
い
さ
つ
が
心
を
打
つ
。

そ
の
後
、
石
野
信
一
神
戸
商
工
会
議

所
会
頭
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
、
コ
ー

ヒ
ー
で
〃
乾
杯
／
、
〃
と
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
前
途

を
祝
っ
た
。

己

u C C

一翼毘誼逓電．
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から若松師匠､名人｡名人の父親憲正氏も壇上に｜
少

璽ｒ~~L

！
‐

史
上
最
年
少
で
将
棋
界
の
最
高
位
を
．

獲
得
し
た
谷
川
浩
司
新
名
人
（
一
二
）

の
祝
賀
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
六
日
夕
、
神

戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
神

戸
の
政
財
界
人
や
母
校
、
滝
川
高
校
の

Ｏ
Ｂ
ら
五
百
人
が
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
名
人

誕
生
」
を
祝
い
励
ま
し
た
。

勇
壮
な
楽
生
太
鼓
が
鳴
る
う
ち
に
谷

川
名
人
が
登
場
、
師
匠
の
若
松
政
和
五

段
と
並
ん
で
の
鏡
開
き
に
、
大
き
な
拍

手
が
起
こ
っ
た
。
同
パ
ー
テ
ィ
の
実
行

委
員
長
石
垣
四
郎
氏
が
「
神
戸
、
さ
ら

に
全
国
の
若
者
の
希
望
」
と
の
挨
拶
を

皮
切
り
に
、
宮
岡
寿
夫
神
戸
市
助
役
、

有
吉
道
夫
将
棋
連
盟
理
事
、
原
田
康
夫

棋
士
、
芹
沢
博
文
八
段
、
森
安
秀
光
棋

聖
ら
が
新
名
人
の
偉
業
を
讃
え
た
。
ま

た
十
八
年
間
、
名
人
位
を
守
っ
た
大
山

康
晴
永
世
名
人
は
「
い
い
時
よ
り
も
悪

い
時
に
こ
そ
後
援
会
の
存
在
の
意
味
は

大
き
い
」
と
浮
き
足
だ
つ
会
場
を
チ
ク

リ
、
そ
し
て
「
谷
川
君
に
は
私
の
記
録

を
破
る
大
名
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

新
名
人
に
寄
せ
る
期
待
の
ほ
ど
を
語
っ

た
。谷

川
名
人
は
「
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー

ト
。
残
る
将
棋
界
六
つ
の
タ
イ
ト
ル
に

も
挑
戦
す
る
」
と
不
敵
な
発
言
。
ど
エ

ラ
イ
天
才
が
神
戸
に
出
現
し
た
も
の
だ
。

糎漣 F･ﾃｨｰ 浩司名

~哩､

畠 乱
。鰯

感
謝
郷
識
、
、
１
画

識 誤
’門

1&； 噌雪

、
、
‐
匙
，

谷川浩司名人( 左) と師匠若松政和五段( 右) の鐘開き宮岡寿夫神戸市助役と祝福の握手
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鰯？

櫛
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森安秀光棋聖( 左) と芹沢博文八段( 右) もお酒を片手に愉しげ大山康晴永世名人も激励に駆けつけ 石垣四郎委員長の挨拶
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、ー撚椛会く7>武陽会ギｬﾙズは永遠に不滅.′
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琴一 己己

『＃
霊。

畠
唾

暫篭毒
_ …－ベ窪

釘一

崖 声毎や

繕'空ﾁﾘＩ'空ﾁﾘＩ
臣臣

圏匹

、「.． 亀少
Eｄ

里． 翌

鳶塑
（
卓

宰畠

（
前
川
晴
美
）

〈
右
か
ら
山
西
宏
美
・
前
川
晴
美
・
川
上
智
恵

美
・
浮
田
敦
子
・
大
久
保
真
由
美
・
奥
田
桂

子
・
吉
川
由
美
子
の
皆
さ
ん
〉

ー－

一

一
Ｆ一面。』庁

）兵庫高校3 1 回生（6 6 陽会
楽
し
む
こ
と
を
誓
い
ま
－
す
。

部
Ｏ
Ｇ
会
〃
武
陽
会
″
が
発
足
し
て
か

思
い
の
方
向
に
進
ん
で
い
る
私
達
。
と

あ
き
や
あ
、
わ
い
わ
い
と
高
校
時
代
そ

た
り
、
騒
い
だ
り
。
そ
れ
ぞ
れ
、
思
い

た
、
今
日
の
よ
う
に
飲
ん
だ
り
、
食
べ

お
年
頃
▼
に
な
り
ま
し
た
ｃ

ら
も
う
五
年
目
。
初
め
は
ハ
イ
テ
ィ
ー

（
？
）
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
集
ま
り
、

の
ま
ま
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
、
ま

に
か
く
、
共
に
し
ら
が
の
生
え
る
ま
で

ン
だ
っ
た
私
達
も
、
今
で
は
す
っ
か
り

「
花
銀
」
で
同
窓
会
を
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。

時
間
制
限
な
く
、
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
頂
き

大
西
パ
ー
キ
ン
グ
駐
車
無
料

国
神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
相
ｌ
帽

加
納
町
３
丁
目
交
差
点
東
「
海
皇
」
前

く
繕
』
六
』
い
。

ま
す
。
料
理
は
ご
予
算
に
応
じ
て
ご
相
談

カ
ラ
オ
ケ
・
ピ
ア
ノ
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
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体
力
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衰
え
な
ど
何
の
そ
の
ノ
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き
ゃ

兵
庫
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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・
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きっと喜んでいただけます。お箸のお贈りもの。

､『

●中小企業庁長官賞受賞作品

一

手づくりの創作吉野杉ばし制作
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天
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手
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5 0 0 セット～１０万セット
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季節料理

●ﾉ ; 表繍
本店大丸前三宮神社東

電話( 0 7 8 ) 3 3 1 - 5 7 7 2毎水曜休
営業時間１１：３０A M ～９肌

支店さんちか味ののれん街
電話(078)391-5233第23水暇休
営業時間1 0 A M ～９P M ．

、
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し、謎 が わと たけお
■
〃
。
〃
Ｊ
■い い

一
か
ｗ

舜戸莞諾別舘| 牡丹園
当店は本店も支店もございません／骨

､J１

ノ
元町通１丁目協和銀行北側小路西へ入る

壷3 3 1 - 5 7 9 0 . 6 6 1 1

カメリアダイヤモンドのＣＦ曲“謎はと・か・な・い・で，’で人気上昇中の加藤有紀さんは大の中
華料理ファン。｢ 横浜の中華街へもよく行きます。ここは材料がとても吟味されていますね。もうお腹
いっぱい。神戸の街へ来る楽しみが増えてゴキゲンです｣ < 左より王鞄恵美夫人､ 加藤有紀さん､ 張百仁さん〉

、

塗篭i易：ミ雲掘嘩鎚鐸 Ｆ電匪
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鰯

☆
テ
ー
ブ
ル
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
一
人
前
３
，
０
０
０
円

●
鉄
板
焼
●
生
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
●
ミ
ニ
し
や
ぶ
●
喫
茶

! ; アニ

★テーブルしゃぶしゃぶ（４人樵）

新
神
戸
駅
前
そ
ご
う
マ
ー
ク
の
ビ
ル
２
Ｆ
壷
０
７
８
（
２
４
２
）
２
０
２
０
㈹
、
州
〜
９
剛

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
卵
た
ち
の

お
し
ゃ
れ
な
食
べ
歩
き

８

” ､ →

際-茂雲 1 ＝－

「
幸
一

４，ｋ尋E ＝己 雲斗憲言斗憲言

神
戸
の
主
要
産
業
で
あ
る
ア
パ
レ
ル

業
界
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
夢
と
語
る
皆

さ
ん
は
、
神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
デ
ザ
イ

ナ
ー
科
の
３
年
生
。
現
在
は
夢
を
現
実

に
す
る
べ
く
、
就
職
活
動
中
で
あ
る
。

「
や
っ
ぱ
り
、
服
が
好
き
だ
か
ら
…
」

と
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
志
望
の
理
由
は
皆
さ

ん
同
じ
の
よ
う
だ
。

「
映
画
や
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
も
趣
味
だ
け

ど
、
何
と
い
っ
て
も
食
べ
歩
く
こ
と
が

大
好
き
」
と
ま
た
ま
た
意
見
が
一
致
。

「
本
場
の
肉
だ
け
に
一
味
ち
が
う
わ
ね
」

と
、
お
い
し
い
「
テ
ー
ブ
ル
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
」
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、
愉
快
な

お
し
ゃ
べ
り
は
尽
き
そ
う
に
な
い
。
輝

け
る
未
来
を
、
ど
う
デ
ザ
イ
ン
す
る
か
、

と
っ
て
も
楽
し
み
な
四
人
で
あ
る
。

（
写
其
右
か
ら
、
荒
木
範
子
さ
ん
、
西
井
賞
美
さ
ん
、

高
田
し
の
ぷ
さ
ん
、
生
田
泰
子
さ
ん
）

耐
万
煩
毒
“
ｆ
悪
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小
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栗
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‘‘フランスのもうひとつの敵”ニースを舞台に
新作、もっともフフ･ ツショナプルなドラマが…６
－ごあいさつに代えて一
旅行新のフランスへの期祢は些術であり、フ
ン･ ツションであり、料叩であり、そしてこれら
の文化を育んできた1 , 1 然や風土にある、といっ
てよいでしょう．
今I ] その｣ りl 俳に- 1 . 分お応えできるのは私ども
をおいて他にはない、という' ' １党のもとにエー
ルフランスではこのたび「フェスティバル．イ
ン・ニース－１を企1 1 m しましたフランスの蛍族
の栄堆を今にとどめる「ネグレスコ」を会場に、
雌, W j 級レストラン「シヘ, ンテクレール」のシェ
フがj 腕によりをかけた晩餐、リゾートファッシ
ーＩンの粋「コート・ダジュール・コレクション」
と、その他楽しいアトラクションがめくるめく
地1 ' 1 海のさざ波と州まって、思い{ | 』深い一夜を
おﾊ 附けするでしょう。
肌光明〃I にして洲I 唆なコート・ダジュール，
とりわけニースは、洗練された現代感覚と山締
あるたたづまいとのアンサンブルにおいて、訪
れる背の旅情をかきたてずにはおかない郁巾で
あります。この点からして‘‘神）『っ子，, のi 洗荷
の方々の感M 畠にピッタリと考えられます。
また、このたび‘‘神〕ｒｰ ﾉ 子”読者を対･ 象にし

た特別旅行企画はニースの牽堆さに加えて、現
亦バリっ子達の間でも人気を博している‘‘バラ
デイ・ラタン, ，のデイナーショーも含め、１９８４
年の巻頭を飾るにはあまりある企画として私も
雌非おj 勝めしたいと思います。
ﾕ983年１０)』

神戸っ･子ﾆ ｰ ｽ ﾌ ｪ ｽ ﾃ ｨパﾙ "待夢'，ﾂアー
1 9 8 4 年１月1 1日附～１月1 8日(金)８日間

鴬

エールフランスW i 1 I 本地l え支配人
ベルナール・アンケ117

月日

１月１１日

１月１２日

１月1 3月

１月１４日

１月１５日

１月１６日

１月１７日

１月１８日

曜

㈱

㈱

閏

田

(日）

(月）

閏

㈱

地名

大阪発

ニース着

ス
在

一二
滞

ス
在

一二
滞

ニース発
パリ着

パリ滞在

パリ発

大阪着

現地
時間

夜

午前

柿
〜
密

午後

夕刻

交通機関

航空機

専用バス

専用バス

航空機
専用バス

摘 要

空路、パリ経由〃待夢〃
ニースへ（機内泊）

着後、市内観光及びショ
ッピング。途中レストラ
ンにて南仏料理の昼食
午後：自由行動

(ニース泊）

朝食後、専用バスで香水
の里グラースヘ。カンヌ
で昼食後、観光地案内。
" フェスティバルイン
ニース' ８４に参加

( ニース泊）

終日：自由行動
ニースの街をご自身でお
楽しみください。

( 蕊鋪諏訪）
(ニース泊）

空路ぺりへ、着後は市内
観光。
昼食は日本食。
夜は〃華麗″なパラディ
ラタンのディナーショー
をご案内

終日：自由行動
パリの街角のショッピン
グを心ゆくまでお楽しみ
ください。
※ＯＰ：ベルサイユ宮殿

空路、帰国の途へ

着後、解散

食事

昼
食
付

朝
食
‐
←
昼
食
←
夕
食

朝
食
付

朝
食
←
昼
食
←
夕
食

朝
食
付
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「
え
ら
い
こ
と
し
て
ま
す
ね
ん
。
こ
の
卵
、
何
の
卵
か

ニ
ワ
ト
リ
に
ウ
サ
ギ
に
子
ネ
コ
、
そ
れ
に
今
年
は
何
故
か
ア
ヒ

ル
の
投
げ
こ
み
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
家
庭
の
事
情
が
あ
っ
て
の

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
っ
と
夜
中
に
動
物
園
へ
投
げ
こ
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

〔
捨
て
る
人
間
さ
ま
〕

そ
の
ど
の
〃
子
″
も
人
手
育
ち
で
人
馴
れ
し
て
お
り
、
広
い
園

内
に
離
さ
れ
て
も
広
場
の
ま
ん
中
や
道
端
に
身
体
を
さ
ら
け
だ
し

て
た
だ
、
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
捕
ま
っ
て

し
ま
う
。
植
込
み
や
、
ベ
ン
チ
の
下
に
隠
れ
る
す
べ
を
知
ら
な
い

過
保
護
育
ち
の
も
の
ば
か
り
だ
。
い
や
、
人
気
の
な
い
朝
早
く
、

バ
ッ
タ
リ
出
会
っ
た
長
靴
姿
の
私
を
見
る
な
り
、
何
だ
か
声
を
出

し
て
足
元
へ
走
り
寄
っ
て
く
る
ニ
ワ
ト
リ
や
ア
ヒ
ル
に
は
、
や
は

り
負
け
て
し
ま
う
。

つ
い
先
日
も
リ
ス
ザ
ル
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

と
作
業
の
道
中
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
後
を
追
っ
て
離
れ
な
い
ニ
ワ
ト

リ
に
、
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
呼
ん
だ
ら
、
ひ
ょ
い
と
、
手
の
上
に
の

卵を盗まれたイワトビペンギンと
某ビール会社の広告のせいかペンギンブーム、

手
ヌ姿触チ顔し全安抱はたしせロつう抱つの
やはれ（中、身心か、。らりいのけか上ネ、回シ、私で感れもそまれと、にとりに
コイるでクの表をたうれつてさホはい、の

の
け
、
よ
く
も
ま
あ
怪
我
も
せ
ず
に
あ
の
大
き
な
卵
を
小
さ
な
学

童
の
手
で
、
取
り
だ
し
、
し
か
も
二
日
間
割
ら
ず
に
持
っ
て
い
た

も
の
だ
と
、
無
事
の
卵
に
、
一
一
度
び
っ
く
り
だ
っ
た
。

〔
ウ
シ
ガ
エ
ル
取
っ
て
逃
げ
た
学
童
た
ち
／
、
〕

と
同
じ
な
の
だ
。

「
お
前
、
こ
こ
へ
来
た
ら
、
エ
サ
に
さ
れ
て
し
ま
う
ん

そ
の
ニ
ワ
ト
リ
は
す
ぐ
処
分
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ

で
く
「
日
も
コ
ッ
コ
ッ
コ
ッ
と
エ
サ
を
つ
つ
い
て
い
る
が

た
〃
動
物
園
楢
山
節
考
事
件
″
が
夏
休
み
に
集
中
し
て

る
に
も
一
層
人
間
さ
ま
の
心
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
し
切
羽
詰
ま
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
事
情
を
話
し
に
何

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

公
衆
道
徳
に
は
色
々
な
約
束
事
が
あ
る
。
他
人
に
迷

る
こ
と
の
で
き
な
い
ペ
ッ
ト
飼
育
の
約
束
も
そ
う
で
あ

い
別
れ
を
見
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
親
心
で
、
夜
中
、

代
行
す
る
。
中
に
は
父
と
子
で
、
涙
な
が
ら
に
お
願
い

父
さ
ん
も
泣
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
こ
そ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
そ
の
親
子
連
れ
の
お
方
は

そ
の
ニ
ワ
ト
リ
が
無
事
だ
ろ
う
か
、
後
日
面
会
に
来
ら

こ
と
だ
ろ
う
。

「
父
さ
ん
い
る
い
る
ロ
バ
の
中
に
．
…
：
／
、
」

〔
盗
み
持
ち
帰
る
人
間
さ
ま
〕

一
方
、
夏
休
み
が
終
り
新
学
期
を
迎
え
た
そ
の
夕
方

連
れ
ら
れ
た
小
学
生
、
し
ょ
ん
ぼ
り
と
私
の
元
に
来
ら

だ
け
激
し
く
羽
と
ク
チ
バ
シ
で
襲
っ
て
く
る
ペ
ン
ギ
ン
を
は
ら
い

ん
が
、
う
ち
の
生
徒
が
動
物
園
か
ら
持
っ
て
帰
っ
て
来

な
に
、
見
せ
回
っ
て
い
た
ん
で
す
…
…
」

そ
れ
こ
そ
平
身
低
頭
、
平
あ
や
ま
り
の
先
生
と
学
童

に
し
た
卵
を
見
て
、
び
っ
く
り
仰
天
。

「
先
生
、
こ
れ
ペ
ン
ギ
ン
の
卵
で
す
わ
／
、
」

こ
れ
は
数
年
前
、
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
だ
。
聞
け
ば
、

に
壁
を
の
り
越
え
、
ペ
ン
ギ
ン
島
へ
入
り
、
巣
穴
の
中

い
る
ペ
ン
ギ
ン
の
卵
を
盗
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て

面
白
半
分

で
坐
っ
て

１
１１９
１

も
、
あ
れ

れ、いに親る惑
て黙い来た。を
いつ涙てち悲か
るてではがしけ

。
そ
の
手

、
先
生
に

れ
た
。

分
り
ま
せ

て
、
み
ん

や
ぞ
／
・
」

う
隠
れ
屋

、
こ
う
し

い
る
と
こ

で
あ
る
。

故
来
ら
れ
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そ
れ
が
ま
た
、
今
年
の
夏
は
昆
虫
採
集
な
ら
ぬ
、
動
物
園
で
、

カ
エ
ル
や
カ
メ
の
採
集
を
や
っ
て
く
れ
る
学
童
た
ち
に
お
目
に
か

か
っ
た
の
だ
。

午
前
九
時
。
開
園
間
も
な
い
人
気
の
少
な
い
頃
、
太
陽
舎
で
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
や
、
ロ
リ
ス
に
ヨ
ザ
ル
、
シ
ョ
ウ
ガ
ラ
ゴ
た
ち
に
餌

を
や
っ
て
い
る
さ
な
か
、
何
だ
か
、
出
口
に
あ
る
オ
ー
プ
ン
池
一
一

面
、
カ
メ
類
と
ウ
シ
ガ
エ
ル
池
で
か
ん
高
い
学
童
た
ち
の
歓
声
と

水
音
が
き
こ
え
る
。
ま
た
、
靴
で
も
プ
ー
ル
に
落
し
た
の
か
な
／

そ
っ
と
の
ぞ
き
に
行
っ
た
ら
、
ド
タ
ド
タ
ド
タ
、
脱
兎
の
よ
う
に

数
人
の
小
学
生
が
逃
げ
た
。
途
中
、
ポ
ロ
リ
と
イ
シ
ガ
メ
と
カ
エ

ル
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
観
客
通
路
で
、
う
ろ
た
え

る
一
一
匹
を
す
ぐ
さ
ま
プ
ー
ル
に
戻
し
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
ク
サ
ガ
メ
、
イ
シ
ガ
メ
、
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
（
子

ガ
メ
を
ミ
ド
リ
ガ
メ
と
も
い
っ
て
い
る
）
な
ど
七
十
頭
が
雑
居
し

て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
竜
い
い
も
の
（
入
手
困
難
）
で
あ

る
イ
シ
ガ
メ
を
、
正
確
に
見
分
け
て
い
る
こ
と
が
ま
た
心
憎
い
。

も
ち
ろ
ん
ウ
シ
ガ
エ
ル
も
ア
オ
色
の
強
い
オ
ス
と
黒
っ
ぽ
く
大

き
い
メ
ス
と
の
両
方
を
う
ま
く
見
分
け
、
す
く
い
取
っ
て
い
る
の

だ
。
だ
が
話
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
私
達
に
そ
の
日
に
も
次
の

よ
う
な
問
合
せ
が
相
次
い
だ
。

ナント１回に１２Ｋ座のウンコをするゾウサン

背中( このつかっているのが子供によくとられるイシガメ

〔
宿
題
回
答
に
四

苦
八
苦
〕

「
モ
シ
モ
シ
、
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
は
何

を
食
べ
て
い
ま
す

か
？
」

「
ワ
ニ
は
何
地
の

エ
サ
を
食
べ
ま
す

か
」「

ゾ
ウ
さ
ん
は
ウ

ン
コ
一
回
に
ど
の

位
し
ま
す
か
」

「
お
サ
ル
さ
ん
は

汗
を
か
き
ま
す

』

鰯？ 鍵か
」「

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
何
故
お
尻
が
腫
れ
て
い
る
の
で
す
か
」

ど
の
質
問
も
図
鑑
や
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
ば
か
り
。

さ
て
皆
さ
ん
、
果
し
て
お
解
り
で
し
ょ
う
か
。

「
カ
ン
ガ
ル
ー
お
腹
の
袋
は
、
オ
ス
、
メ
ス
共
に
あ
り
ま
す
か
」

「
カ
バ
は
泳
ぐ
の
で
す
か
？
水
の
底
を
歩
い
て
い
る
の
で
す
か
」

は
い
は
い
。
そ
の
回
答
は
、

「
小
さ
な
コ
ウ
モ
リ
は
空
中
昆
虫
を
食
べ
、
大
コ
ウ
モ
リ
は
果
物

が
主
食
な
ん
で
す
」

「
体
長
２
ｍ
の
ワ
ー
二
回
に
馬
肉
５
噂
と
烏
の
ア
ラ
ー
均
で
す
」

「
ゾ
ウ
さ
ん
の
ウ
ン
コ
平
均
１
個
唖
均
を
一
回
に
８
個
位
し
ま

す
。
つ
い
で
に
大
き
な
動
物
で
小
さ
な
ウ
ン
コ
す
る
の
は
キ
リ
ン

で
す
。
１
個
ｍ
ｇ
位
を
一
回
に
帥
ｌ
伽
個
位
し
ま
す
よ
」

「
お
サ
ル
は
顔
や
手
の
平
に
ほ
ん
の
少
し
汗
を
か
き
ま
す
。
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
で
は
頭
や
顔
、
肩
に
も
玉
の
汗
を
か
き
ま
す

よ
。
お
尻
の
腫
は
発
情
の
ひ
と
つ
で
す
」

「
オ
ス
の
カ
ン
ガ
ル
ー
に
は
袋
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

「
イ
ヌ
か
き
同
様
カ
バ
は
泳
ぎ
ま
す
が
、
水
の
底
を
潜
っ
て
歩
く

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
」

さ
ら
に
難
題
が
ひ
と
つ
。

「
み
ん
な
オ
リ
の
中
に
入
れ
て
か
わ
い
そ
う
や
思
い
ま
せ
ん
か
」

「
な
ん
で
動
物
園
な
ん
か
あ
る
ん
で
す
か
ノ
．
」

こ
れ
女
子
大
生
か
ら
で
あ
っ
た
。

砦

鐸
一

訟

1２０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊
蕊溌識蕊蕊蕊，

．¥ 錘l 曜蕊
職i 講穏鯛灘議霧

N 璽力過呂上羅琴

¥ 強慾乃罰垂訂啓一融翫誌

蕊繕
骨壷蛎惑f 蕊§

灘
器

ｉ2１

TｈｅｒｏｓｅｓａｒｅｉｎｆｕＩｌｂｌｏｏｍ
BIu8nloonやB１日ckteaはもちろん、可'憐な
M i m i r o s o、M u s i cなどの新しいバラも顔
をそろえています。

鱗
神戸のア

ヨッブ

－ル
ロ－
２００

ズガーデン1 Ｆ

ダルトな
ファッション空間

町2-7-18
. 5 7 9 2

田舎家の雰囲気で
神戸風懐石料理を

三田牛を使った凝った肉料理に神戸の香
り。土壁の感触が懐しいインテリア。

、款嵯屋
F ｕＲＯＷｌ

神戸市中央区山本通1 - 7 - 1 5 . 東洋ハイツ' 1 Ｆ
ＴＥＬ078.241.5111

営業時間１２時～2 時･ 4 時～1 1 時､ 日･ 祭日は予約のみ

勺
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〆
解
識

☆
神
戸
の
街
が
ス
ウ
ィ
ン
グ
ノ
．

末
広
去
年
の
第
１
回
コ
ー
ベ
ジ
ャ
ズ

ス
ト
リ
ー
ト
に
関
し
て
、
あ
る
新
聞
が

「
神
戸
の
街
は
お
も
ろ
い
こ
と
や
り
ま

ん
な
」
と
書
い
て
た
ね
。
ま
た
北
村
英

治
さ
ん
が
言
っ
て
た
け
ど
「
神
戸
の
街

が
ス
ウ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
」
。
こ
れ
な

ん
か
ま
さ
に
的
を
得
た
表
現
で
す
ネ
。

中
谷
そ
れ
は
ホ
ン
ト
や
ね
。
あ
る
店

で
音
楽
聞
い
て
楽
し
ん
で
、
次
の
店
へ

と
歩
い
て
い
く
。
興
奮
の
余
韻
を
残
し

て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
北
野
町
を

歩
く
。
こ
の
感
じ
が
ス
ウ
ィ
ン
グ
な
ん

や
ね
。

川
崎
そ
れ
も
一
人
で
歩
い
て
る
ん
じ

ゃ
な
く
、
同
じ
目
的
の
人
た
ち
が
出
会

っ
た
り
、
言
葉
を
か
わ
し
た
り
、
連
帯

感
が
あ
る
の
が
い
い
。

末
広
は
し
ご
ジ
ャ
ズ
ノ
。
飲
ん
べ
と

一
緒
（
笑
）
。
実
際
お
酒
も
飲
め
る
し
。

中
谷
５
０
０
円
出
し
て
飲
み
物
を
買

う
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
的
な
感
覚
が
若
い

人
に
も
受
け
る
ン
や
ろ
ね
。

末
広
去
年
、
終
わ
っ
て
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
一
枚
だ
け
が
「
そ
れ
ほ

ど
で
も
な
か
っ
た
」
で
、
あ
と
全
部
が

末広光夫
( 音楽プロデューサー）

…
副
一

識
鱗
識
鱗
識
鋳
識1『

と

鍵鴬

☆
今
年
も
ゴ
キ
ゲ
ン
な
メ
ン
バ
ー

川
崎
今
年
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
話

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
。

末
広
ま
ず
は
秋
満
義
孝
。
彼
は
去
年

も
参
加
し
た
ベ
テ
ラ
ン
ピ
ア
ニ
ス
ト
で

す
。
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い
の
は
、
秋

満
と
ペ
ギ
ー
葉
山
は
同
じ
事
務
所
な
ん

だ
け
ど
、
秋
満
が
東
京
に
帰
っ
て
ジ
ャ

ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
こ
と
を
話
し
た
ら
し

く
、
ペ
ギ
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
き
て
「
ぜ
ひ
と
も
出
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
は
ペ
ギ
ー

葉
山
が
参
加
。

川
崎
８
月
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
レ
コ

ー
ド
を
出
し
て
い
ま
す
ね
。

末
広
そ
れ
か
ら
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
藤

家
虹
二
。
関
西
の
人
に
秋
満
や
藤
家
を

も
っ
と
聞
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
れ

と
高
橋
進
ト
リ
オ
。
こ
れ
は
藤
家
虹
二

の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
で
、
ペ
ギ
ー
の
伴

奏
な
ど
を
す
る
予
定
で
す
。

中
谷
今
年
は
女
性
シ
ン
ガ
ー
が
多
い

よ
う
で
す
ネ
。

末
広
ま
ず
去
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ
は
ア

ン
リ
菅
野
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
浅
田
。
新
顔

は
、
小
粋
に
ス
イ
ン
グ
す
る
女
性
３
人

の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
ザ
・
シ
ャ
イ

ニ
ー
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
ス
。
本
格
派
で

す
。
そ
し
て
北
原
理
絵
。
こ
の
人
が
変

わ
り
種
。

中
谷
と
い
う
と
？

中谷衣里川崎啓
( サントノーレオーナー）（エディター）

２
１
２
１
１

「
よ
か
っ
た
」
。
》
」
ん
な
結
果
も
珍
し

い
で
す
ね
。
嬉
し
い
よ
ネ
。

綴
ニーー写真 ( 上 ) 末広光夫さ
( 中) 中谷衣里さん( 下) 川崎啓一さ

日
割
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／

１
１２３
１

末
広
彼
女
は
日
活
ポ
ル
ノ
に
５
本
く

ら
い
出
て
い
る
女
優
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

を
う
た
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
日
本
語

の
自
分
が
作
っ
た
詞
。
自
分
の
生
活
感

を
盛
り
込
ん
だ
シ
ビ
ア
な
詞
で
ね
。
変

な
甘
っ
た
る
さ
全
然
な
し
。

特
別
出
演
と
し
て
外
国
か
ら
２
人
。

ま
ず
キ
ャ
ロ
ル
。
リ
ー
、
か
な
り
お
ば

さ
ま
だ
け
ど
、
古
き
良
き
時
代
の
ジ
ャ

ズ
を
再
現
す
る
人
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で

は
加
枚
ほ
ど
レ
コ
ー
ド
を
出
し
て
る
。

そ
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
右
近
雅
夫

彼
は
今
回
の
目
玉
の
一
人
で
し
ょ
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
へ
一
家
で
移
民
し
て
成
功
し

た
人
な
ん
だ
け
ど
、
神
戸
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
ジ
ャ
ズ
の
先
駆
者
と
い
え
る
人
で

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
・
ラ
ス
カ
ル
ズ
を
は

じ
め
と
し
て
、
今
活
躍
し
て
い
る
ア
マ

チ
ュ
ア
の
演
奏
者
た
ち
は
、
右
近
に
か

な
り
刺
激
を
受
け
た
人
だ
か
ら
で
す
。

４
年
前
に
商
用
で
一
度
帰
っ
て
き
た
ん

だ
が
、
日
本
で
の
本
格
的
プ
レ
イ
は
犯

年
ぶ
り
と
い
う
わ
け
。

川
崎
右
近
さ
ん
に
は
４
年
前
の
帰
国

の
と
き
に
お
会
い
し
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
や
さ
し
く
、
人
間
味
豊
か
な
ん
で

☆
普
段
着
感
覚
の
ジ
ャ
ズ

末
広
お
客
さ
ん
も
、
岡
山
と
か
四
国

と
か
、
か
な
り
遠
く
か
ら
参
加
し
て
き

て
い
る
。

中
谷
２
回
、
３
回
続
け
ば
常
連
も
つ

く
わ
ね
。
難
し
い
の
は
４
，
５
回
目
く

ら
い
や
ろ
ね
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、

加
回
ぐ
ら
い
続
け
ば
、
体
育
の
日
は
神

戸
で
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
、
と
手
帳
に

書
い
て
あ
る
（
笑
）
。

末
広
中
谷
さ
ん
の
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
は

何
年
目
？

中
谷
北
野
店
は
旭
月
で
ち
ょ
う
ど
加

年
に
な
り
ま
す
。

川
崎
北
野
町
に
た
く
さ
ん
あ
る
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
は
音
楽
、
営
業
形
態
、
ス
タ

ッ
フ
な
ど
、
ず
っ
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
で

続
け
て
き
て
い
る
と
い
え
る
の
で
、
ジ

ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
企
画
と
も
ピ
タ
ッ

と
合
う
わ
け
で
す
ね
。

末
広
京
都
や
六
本
木
で
も
同
じ
企
画

の
動
き
が
あ
る
よ
う
で
、
京
都
は
進
行

感
激
で
し
た
。
以
後
、
神
戸
っ
子
に
も

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
楽
し
い
原
稿
を
送
っ
て

き
て
く
れ
て
い
ま
す
。

仙
月
９
日
（
日
）
他
日
（
月
）
旭
・
伽
ｌ
岬
・
伽

と
こ
ろ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｕ
Ｐ
庇
Ｏ
Ｗ
Ｎ
北
野
町
山

本
通
中
山
手
通
一
帯

会
場
神
戸
外
国
倶
楽
部
／
レ
ス
ト
ラ
ン
ソ
ネ
／
ア

ル
バ
ト
ロ
ス
／
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
／
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
／

Ｍ
Ｍ
ジ
ョ
イ
ン
／
サ
テ
ン
ド
ー
ル
／
異
人
坂
／
ラ
イ

ン
の
館
／
北
野
サ
ー
カ
ス
料
金
￥
２
，
８
０
０

八
両
日
通
用
￥
５
，
０
０
０
Ｖ
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け

れ
ば
各
演
奏
会
場
は
す
べ
て
フ
リ
ー
パ
ス

中
だ
け
ど
、
六
本
木
は
い
ろ
ん
な
事
情

で
つ
ぶ
れ
た
み
た
い
。

川
崎
そ
れ
は
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
あ

る
で
し
ょ
う
ね
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ら

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
の
距
離
も
適
当
。
そ

の
行
き
来
の
間
、
路
上
で
プ
レ
イ
し
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
気
軽
に
サ
イ

ン
を
も
ら
っ
た
り
で
き
る
の
も
楽
し
み

な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

末
広
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
楽
屋
が
な

い
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
ア
ワ
ー
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
み
た
い
に
、
普
段
着
的
な
お
も
し

ろ
さ
が
あ
る
。

川
崎
こ
っ
ち
の
店
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア

隣
り
の
店
で
は
プ
ロ
、
と
き
に
は
ア
マ

チ
ュ
ア
に
ま
じ
っ
て
プ
ロ
が
や
る
。
打

ち
合
わ
せ
し
て
い
る
姿
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
普
通
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

は
な
い
楽
し
さ
で
す
ね
。

中
谷
ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
者
に
も

刺
激
が
あ
る
の
よ
れ
。
実
力
向
上
に
も

な
る
し
。
こ
ん
な
時
の
た
め
に
、
腕
の

あ
る
人
を
店
に
い
れ
て
い
な
い
と
店
の

プ
ラ
イ
ド
を
保
て
な
い
…
…
。

私
た
ち
と
し
て
は
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

末
広
今
年
も
北
野
の
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト
で
ま
た
お
逢
い
し
ま
し
ょ
う
。
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灘箪繍;Ｉ
念仏寺にて永岡住職の講話を聞くギャルたち（シェイプ・アップ・インありま〕

☆
有
馬
温
泉
大
学

今
年
は
再
び
〃
芸
道
学
部
″
で
す

燃
え
る
想
い
を
も
み
じ
に
染
め
て
／
い
き

な
絵
す
が
た
有
馬
の
ま
ち
は
／
山
に
松
た
け

虹
さ
え
か
お
る
／
あ
の
娘
ど
な
た
と
取
る

の
や
ら
／
サ
ッ
テ
も
気
に
な
る
／
気
に
か
か

る
ホ
イ
ホ
イ
…
…

こ
れ
は
有
馬
温
泉
の
俗
謡
「
有
馬
ホ
イ
ホ
イ

節
」
の
一
節
だ
。
秋
も
深
ま
る
今
日
こ
の
頃
、

湯
の
香
と
三
味
線
の
雛
子
が
恋
し
く
な
る
。
サ

ッ
テ
も
「
有
馬
温
泉
大
学
」
が
気
に
な
る
、
気

に
か
か
る
季
節
と
な
っ
た
。

「
芸
妓
ｌ
俗
に
い
う
芸
者
。
彼
女
た
ち
と
場
を

共
に
し
て
の
宴
は
、
文
字
通
り
花
が
咲
い
た
よ

う
に
あ
で
や
か
で
、
楽
し
い
。
私
た
ち
の
祖
先

が
大
切
に
守
り
抜
い
て
来
た
〃
粋
″
が
、
お
座

敷
の
隅
々
に
ま
で
た
だ
よ
う
気
さ
え
す
る
。
男

と
女
の
心
の
ふ
れ
合
い
を
通
し
て
知
る
、
人
間

の
ま
ご
こ
ろ
と
、
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
。

白
い
ふ
す
ま
と
青
だ
た
み
の
空
間
に
は
、
そ
ん

な
得
難
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
秘
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
ば
過
言
だ
ろ
う
か
？
」

こ
の
一
文
は
三
年
前
の
秋
に
開
か
れ
た
有
馬

｡T閑WfPA。

湯の街
有馬歳時記

ＴＥＬ(078)904-0181

田

温
泉
大
学
の
テ
キ
ス
ト
の
ま
え
が
き
か
ら
の
引

用
で
あ
る
。

主
催
は
有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部
。
元
々

有
馬
温
泉
と
神
戸
市
経
済
局
貿
易
観
光
課
の
若

手
が
、
温
泉
町
の
活
性
化
の
た
め
に
何
か
い
い

発
想
が
な
い
も
の
か
、
と
ア
レ
コ
レ
雑
談
を
し

て
い
た
な
か
か
ら
、
こ
れ
だ
／
、
と
決
っ
た
の
が

温
泉
大
学
だ
っ
た
。

第
一
回
は
、
い
わ
ば
〃
芸
道
学
部
″
篇
。
し

た
が
っ
て
そ
の
内
容
は
、
芸
者
の
招
き
方
、
花

代
に
は
じ
ま
り
、
宴
席
で
の
礼
儀
作
法
、
宴
席

の
楽
し
み
方
な
ど
、
宴
会
の
幹
事
に
な
っ
て
、

さ
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
と
困
っ
た
と
き

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
よ
う
と
い
う
意
図
で
カ
リ

鴬

雲 識if蕊

蕊
庁顛

滴』瀞式, に赫心

鞍 雷琴 殉

１
１２４

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づれまで

ＴＥＬ(078)904-0701㈹
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹

雅ただようくつろぎの館

､学･鍵端案
結婚式場を完備しています

態伝統と椿式を診‘
冬漁
I 司陽闇

敷地内から湧きでる
ロ本簸古の温泉"有烏温擬，，

阪急ホテルチェーン

賓馬1 - ＝- W . －ホテル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温》l と波堂と遊投場

有馬' ヘルズセン写＝
ＴＥＬ(078)904-2291

国際観光旅館

欽山は典雅な
日本風の館です

ＴＥＬ(078)904-0781
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旅は出会い
ほのぼの心を添えて
政府登録〈登旅第7 8 号〉

銀 水荘

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
半
年
間
の
熟
考

を
経
て
開
講
さ
れ
た
だ
け
に
反
響
も
大
き
く
、

他
の
温
泉
で
類
似
の
企
画
が
続
出
し
た
そ
う
だ

し
か
し
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、
他
の
場
合

は
大
抵
が
、
お
色
気
を
専
門
と
し
た
〃
芸
者
大

学
″
で
あ
る
点
だ
。
「
有
馬
温
泉
で
は
一
味
違

っ
た
も
の
を
考
え
て
い
る
」
と
青
年
部
は
強
調

す
る
。
「
有
馬
温
泉
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ま
が

宴
会
上
手
に
な
っ
て
二
時
間
な
り
三
時
間
な
り

を
楽
し
く
過
ご
し
て
貰
え
る
た
め
役
に
立
つ
事

柄
を
〃
勉
強
“
し
て
い
た
だ
く
の
が
目
的
で
す
」

第
一
回
は
男
性
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
翌

年
の
第
二
回
、
さ
ら
に
昨
年
の
第
三
回
は
、
ガ

ラ
リ
と
趣
向
を
変
え
、
い
わ
ば
〃
女
性
篇
″
・
題

し
て
〃
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
・
イ
ン
あ
り
ま
″

若
い
女
性
に
有
馬
の
よ
さ
を
知
っ
て
貰
お
う

と
い
う
こ
と
で
開
い
た
も
の
。
こ
の
場
合
は
、

お
座
敷
遊
び
と
は
異
な
り
、
有
馬
温
泉
の
自
然

を
大
い
に
活
用
し
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
太
極
拳
、

テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
乗
馬
な
ど
実
に
健

●そぞろ歩きの有馬●

ＴＥＬ(078)904-0731

日本庭園風のたたずまい

古
く
か
ら
炭
酸
水
が
湧
き
出
し
て
い
た

炭
酸
泉
源
の
趣
き
あ
る
上
屋
を
中
心
と
し

て
造
園
さ
れ
て
い
る
。

一
時
は
炭
酸
泉
源
を
中
心
と
し
て
、
し

蝦
》
蝿
榊
》
》
撒
卦
織
群
撫
稚
》

源
炭
酸
泉
源
の
上
屋
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
撤

鵬
去
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
も
の
だ
．

山
灰
い
症
“
嘩
蝿
跳
轄
渉
唾
元
瞬
『
嘩
恥
唖
穂

１
プ
ン
し
た
。
小
豆
島
か
ら
取
り
寄
せ
た

石
を
配
し
た
日
本
庭
園
風
の
た
た
ず
ま
い

を
も
つ
、
し
っ
と
り
と
し
た
落
ち
着
き
の

あ
る
公
園
で
あ
る
。

康
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
。
さ
ら
に
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
入
浴
法
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
と
、
よ

り
美
し
く
な
り
た
い
、
い
つ
ま
で
も
美
し
さ
を

保
ち
た
い
と
い
う
女
性
の
願
望
に
応
え
た
も
の

だ
け
に
、
こ
れ
ま
た
好
評
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
今
や
有
馬
温
泉
の
秋
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
有
馬
温
泉
大
学
だ
が
、
さ
て
、

今
年
の
趣
向
は
、
と
い
う
と
…
…
。

「
今
年
は
再
び
〃
芸
道
学
部
″
篇
に
戻
り
ま
す

た
だ
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
意
味
が
な
い
の
で

も
っ
と
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
た

い
で
す
ね
。
単
に
客
寄
せ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
地
に
足
の
つ
い
た
内
容
に
し
た
い

と
目
下
、
中
身
を
煮
つ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
、
青
年
部
は
大
い
に
張
切
っ
て
い
る
。

開
講
日
は
ｎ
月
中
旬
予
定
。
受
講
料
は
未

定
。
問
い
合
わ
せ
は
、
有
馬
温
泉
観
光
協
会
青

年
部
（
連
絡
先
／
電
話
９
０
４
１
０
６
７
５
、

ね
ぎ
や
陵
楓
閣
増
田
晴
信
青
年
部
リ
ー
ダ
ー

迄
）
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ＴＥＬ(078)904-3656

湯けむりに伝える

別館 鍵楽ＴＥＬ(078)903-1.024

木遣りの稿醗勘詩坊
ＴＥＬ(078)904-0551

テニスでいい汗

膿躍号とつぶり
有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」自然の恵みを

神戸市北区有馬町3 1 8
ＴＥＬ(078)904-0366

政府壷録国際観光旅館

ＴＥＬ(078)904-0622
別 館楽山
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轡月光園古家劇
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＝ 雲勇霧雲鍵

二”堅守

①サービス内容●
●型くずれの防止●素材感の回復●お客様のお好みに合せた仕上
●カルテの作成、ファッション．クリーニングの最新情報の提供

区ンツーフフ画 ｡ 唖ＴＪｍｌセンターフラザ

に議銅誰諏１０
Ｂ１ﾛ ープニシジマ

、Ⅷ三鱈

神戸市中央区三宮町2 丁目1 0 番7 号
ヒューストン1 0 1壷( 0 7 8 ) 3 3 2 - 2 4 4 0

Ｉ'

1日

栗原小巻さんと過ごすｴ ﾚ ヵﾝ ﾄ ﾅ ｲ ﾄ

ラインの館

秋の夜会

栗原小巻さん

栗原小巻さんをI 川んで､
神戸の山家、彫刻家、
ファッションデザイナ
ーのみなさんと、あな
たがおしゃべりやお食
事で過ごす、素敵な秋
の夜のパーティです。
＜さんちかメンバーズ
カード＞会典にだけ贈
る､ おしゃれで小粋な
催しへ、ぜひお出かけ
ください。

１１時: 9 ﾉ j 3 0 I I 、肌6 : 0 0 ～８: ００
場所: ラ. インの館( 北野･ 災入館ノ
内春: 立食型式の気椛なパーティでれおり' i } りには､ 素

敵な記念Ａｌｌ『も．' U怠いたしております。
参川峻: 5 , 0 0 0 円
定貝g 5 o橘様(獅朋鋤で､魁iになり嫡打ち切らせてい雌きます）
わ' | ' し込み方法: 趣話または. I . 『製ハガキにて､ 下記まで

お申し込みください。
さんちか名店会事務局
〒6 5 O 神戸市中央区三富町1 - 1 0 - 1
交通センタービル８Ｆ
垂(078)391-3965

鰯蔑i;;ii儲'ibwn筆
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